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近年、茨城県内のトマト産地では、立枯性の細菌病害であるかいよう病、青枯病等による被害が拡大し

ています。細菌病害は被害拡大が速いため早期に防除対策を行う必要があり、迅速な診断が必要です。 
かいよう病、青枯病及び茎えそ細菌病は互いに病徴が類似しますが、植物体の各部位に見られる特徴的

な病徴を観察することで診断が可能です。病徴による判別が難しい場合は、RIPA 法によりかいよう病及

び青枯病を判別することが可能です。 

現地診断フローチャート 

１）病徴による診断 

トマトの立枯性細菌病害が疑われる場合、病害の発生部位と病徴を観察します。青枯病や茎えそ細

菌病は、典型的な病徴が確認できれば診断は容易です。かいよう病は病徴が多様で、土壌伝染や芽か

き等の管理作業により感染した場合（G,H,I）と、水滴等の飛沫で隣接株の葉に感染し維管束褐変が

ない場合（J,K）とで病徴が異なります。 
２）RIPA 法による診断 

病徴観察で判断がつかない場合は、

RIPA 法を用いることで、かいよう病及

び青枯病を判別することができます 
（平成 21 年度主要成果を参照）。 

  ３）活用上の留意点 
   茎えそ細菌病の病徴が認められず、

RIPA 法でも陰性の場合は、他の病害や

生理障害等の可能性があります。各農林

事務所経営・普及部門や各地域農業改良

普及センター等の関係機関へ相談してく

ださい。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ先；園芸研究所病虫研究室  Tel０２９９（４５）８３４２＞ 

トマトかいよう病、青枯病及び茎えそ細菌病の     

現地診断のためのフローチャート 
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茎えそ細菌病

青枯病

Ａ．日中に青いまま萎れる
Ｂ．維管束が褐変
Ｃ．褐変部を数分間水に浸けると白い菌泥が流出
※耐病性台木の使用や比較的低温期で病勢が緩やかな場合、青
いまま萎れず葉の黄化・気根の発生が認められる場合がある。

Ｄ．茎の表面に黒色えそ条斑
Ｅ．葉柄に沿った黒色えそ条斑
Ｆ．維管束茶褐色～黒褐変、髄部は黒褐色水浸状で仕切りが

出来るように崩壊

Ｇ．葉脈の間に脱水斑、葉縁の巻き上がり
Ｈ．下位葉～中位葉の一部が黄化・しおれ
Ｉ．維管束が褐変、髄部の空洞化

かいよう病

維管束褐変がない場合
Ｊ．葉縁から黒褐色に枯れている
Ｋ．葉縁からにじむような褐色の不整形病斑

かいよう病

陽性 陰性

かいよう病
青枯病

要因を検討（萎凋病、根腐萎凋病、
褐色根腐病等の他病害、生理障害）
必要に応じて病原菌の分離・同定

 病徴診断では判断がつかない場合 


